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JADEC てなに？ 

理事長・院長 山﨑 勝也 
 

ちょうどこれを書いている時に 4 年に 1 回の「FIFA ワールドカップ 2026」が開催されていて、日本中盛り上

がっています。日本代表がどこまで勝ち上がれるのか？このクリニックニュースが発刊される時にも勝ち上が

っていて、応援が続けられるといいですね。また、梅雨も真っ只中で今年は台風も関東を直撃されていますが、

皆さん大丈夫でしょうか？今回はそのような災害の時にも活動する JADEC について書いてみたいと思います。 

JADEC は、公益社団法人 日本糖尿病協会の英語名「Japan Association for Diabetes 

Education and Care」の略称です。1961 年に設立された団体で、糖尿病のある人やその家族、

医師、看護師、薬剤師、管理栄養士などの医療従事者、さらには糖尿病に関心を持つ市民や企

業が協力しながら活動しています。2024 年からは、親しみやすく国際的にも通じやすい名称とし

て「JADEC」を積極的に使用しています。 JADECの目的は、「糖尿病のある人が安心して暮らせ

る社会をつくること」と「糖尿病を正しく理解してもらうこと」です。糖尿病は生活習慣だけが原因

ではなく、遺伝や体質、加齢などさまざまな要因が関係する病気です。しかし、「自己管理が悪

いからなる病気」という誤解や偏見が今でも少なくありません。JADEC は、このような誤解をなく

し、誰もが正しい知識を持てるよう啓発活動を続けています。JADEC の活動は多岐にわたりま

す。一般向けの講演会や市民公開講座の開催、糖尿病に関するパンフレットや情報誌の発行、

ホームページや SNS による情報発信などを通じて、予防や治療、合併症について分かりやすく

紹介しています。月刊誌「さかえ」で糖尿病の最新治療法や、日々の食事・運動のコツなどを分

かりやすく解説した内容を長年届けています。また、都道府県ごとに協会があり、地域での啓発

イベントや患者会、学習会などを行っています。茨城県の「JADEC 茨城」のように、各地で

JADEC 本部と連携して活動が進められています。「JADEC 茨城」のイベントとして患者さん達の「ウォークラリ

ー」や「小児糖尿病サマーキャンプ」、スタッフのためには CDE 茨城（茨城県糖尿病療養指導士）の認定試験

の実施や医療者研修会の開催など主に糖尿病療養支援に関わる医療者への教育を行っています。「世界糖

尿病デー（11 月 14 日）」には茨城県内の建造物をブルーにライトアップしてイベント開催をしています。JADEC

茨城の会員向けの季刊誌「かいらく」の編集・発行も行っています。全国には約 1,600 の「友の会」があり、糖尿

病のある人同士が交流し、療養生活の悩みや工夫を共有できる場も提供しています。当院の「桐の木会」がこ

れに当たります。医療従事者向けには、研修会や e ラーニングを実施し、最新の糖尿病医療や患者支援につ

いて学ぶ機会を提供しています。これにより、全国どこでも質の高い糖尿病医療が受けられるよう支援してい

ます。さらに、災害時の支援にも力を入れています。地震や豪雨などの災害では、インスリンなどの薬が不足

したり、治療が中断されたりすることがあります。JADEC は日本糖尿病学会と協力して「DiaMAT（災害時糖尿

病医療支援チーム）」を運営し、被災地で糖尿病患者を支援する体制づくりを進めています。 

現在、日本では糖尿病が強く疑われる人とその予備群を合わせると約 2,000 万人にのぼるとされ、誰にとっ

ても身近な病気です。そのため JADEC は、「糖尿病の人だけの団体」ではなく、国民全体の健康づくりに貢献

する団体として活動を続けています。糖尿病は早期発見と適切な治療、そして継続的な自己管理によって、合

併症を防ぎながら健康な生活を送ることができる病気です。JADEC は、正しい知識を社会へ広め、患者さん一

人ひとりが安心して生活できる環境づくりを目指す、日本を代表する糖尿病支援団体です。皆さんも「桐の木

会」の入会を通して JADEC の活動に参加してみませんか。 
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インスリンの「備蓄」と「目詰まり」 

    副院長 高橋 昭光 
 

ホルムズ海峡の情勢がようやく落ち着きつつあるというニュースが流れています。昨年のお米、今年の原油

と、私たちの生活の中でも「備蓄」という言葉を耳にする機会が増えました。備蓄を取り崩さなければならない

状況は社会に余裕がなくなっている証拠でもありますが、いざというときに備えがあることの大切さを改めて感

じさせられます。 

さて、この「備蓄」という考え方は、実は私たちの体の中にも当てはまります。 特にこの季節、

冷たい甘いものをつい口にしてしまう方も多いでしょう。夏のジュースやアイスは「冷たくて甘さを

感じにくい」ため油断しがちですが、実際には多くの砂糖が使われています。「少しだけ」のつもり

が「しっかり」食べてしまい、思わぬ高血糖につながることがあります。 

そして、こうした“ついついの間食”が続くと、翌日や数日後まで食後血糖が高めに推移することが

あります。「昨日の間食が、今日の血糖に影響しているの？」と不思議に思われるかもしれません

が、その背景には膵臓の β 細胞が持つインスリンの“備蓄”が関係しています。 

 

■β細胞のインスリン備蓄とは？ 
インスリンを作って分泌する β 細胞は、ブドウ糖が来てからインスリンを作り始めても間に合わないため、

あらかじめインスリンを小さな袋（顆粒）の中に蓄えています。ブドウ糖の刺激があると、この袋が細胞膜にくっ

ついて中身を放出します。一部の袋はあらかじめ膜に“待機”しており、急な血糖上昇にすぐ対応できるように

なっています。これが、食後の急激な血糖上昇（グルコーススパイク）を防ぐ仕組みです。 

また、細胞膜にくっついていない顆粒も、刺激を受けると次々に細胞表面へ移動し、順番にドッキングして分

泌されます。 つまり、β 細胞は「備蓄 → 放出 → 補充」というサイクルを繰り返しながら血糖を調整してい

ます。 

ただし、インスリンの補充には時間がかかります。既製品を放出するのは早くても、新しく作るにはどうしても

タイムラグが生じます。 

 

■糖尿病の方では「備蓄」が減りやすい 
糖尿病がある方では、β 細胞がダメージを受けており、インスリンの備蓄量が少なくなっていることが多いと

考えられています。 そこに“ついついの間食”が重なると、限られた備蓄を一気に使い切ってしまい、補充が追

いつかなくなります。 

すると—— 

 血糖が下がりにくくなる 

 下がらない血糖を処理するために、さらにインスリンの出荷要請がかかる 

 しかし在庫が足りない 

 ますます血糖が処理できない 

という悪循環が起こり、まさに「インスリン流通の目詰まり」が生じてしまいます。 最近のナフサ不足のニュース

にも似ていて、備蓄と供給が少ないところに需要が増えれば、血糖の処理が滞ってしまうのです。 

 

■体内のインスリン供給は簡単には増やせない 
社会の備蓄は、紛争のあとに増やせても、体内のインスリン備蓄はβ細胞が劇的に回復しない以上、あまり

増やせません。 だからこそ、「ついつい」、「どうしても」といった間食や食べ過ぎが続かないよう、日々の食事

調整がとても大切になります。 インスリンの“在庫不足”を起こさないように、血糖のインフレを防ぐ工夫を心

がけていきましょう。 

 

体の中のインスリンは、社会のエネルギー資源と同じく「限りある資源」です。 必要なときにしっかり働いても

らえるよう、日々の生活の中で上手に使っていくことが大切です。 

 

 



スタッフ便り 

受付スタッフから 
ご存じの方もいらっしゃると思いますが、6月 1 日に

2 年に一度の診療報酬改定が行われました。医療費

の値段は国が 2 年に一度見直しています。今回の改

定は特に、物価高への対応・賃上げ対応・医療 DX・

在宅医療の強化が大きなポイントになります。近年の

物価高や、医療・介護で働く人の賃上げに対応する

ためです。オンライン資格確認、電子カルテ、情報連

携等医療 DX も引き続く重要なテーマとなっています。 

その背景には「必要な医療を安定して続けられるよう

にする」というねらいがあります。請求書や明細書、そ

の他ご不明な点がございましたらいつでもご質問下さ

い。 

(医療事務 H.T) 

検査室から 
 健康診断や人間ドックの結果を持参される方が多く

なってきました。みなさん定期的に「がん検診」を受

けていますか？わが国の疫学データでは、糖尿病患

者における全癌罹患リスクは約 1.2 倍に増加するとさ

れています。癌は日本人糖尿病患者死因の 1 番目に

挙げられます。糖尿病と癌に共通する危険因子には、

加齢、肥満、不適切な食事(赤肉・加工肉過剰摂取、

野菜・果物・食物繊維の摂取不足など)、身体活動量

の低下、喫煙、過剰飲酒などがあげられます。糖尿

病と癌の両方の罹患リスクを減少させるため、食事

療法と運動療法、体重コントロール、禁煙・節酒が推

奨されています。また、癌の早期発見は治療の選択

肢を増やし、生存率を高める可能性があります。当院

では 1 年間を通して、胸部レントゲン、足の神経障害

の確認、眼底写真、身体測定、心電図の検査、血糖

や脂質、肝機能等の採血検査を行いますが、癌の詳

しい検査は当院では行えません。当院に「通院して検

査もしているから大丈夫」ではなく、定期的にがん検

診を受けることをお勧めします。 

   (看護師 M.M) 

看護師から 
 7 月に入り暑さが本格的になってきました。この

時期は、食欲低下や脱水によって体調を崩しやす

くなります。室内でも熱中症になることがあるた

め、早めの対策が必要です。 

脱水を起こしやすいのは、高齢者、子供、肥満の

方、高血糖の方、尿が沢山出る薬を飲んでいる方、

運動した後、体調が悪い時などです。 

＜対策＞ 

① 喉の渇きを感じる前に水分補給を行いましょ

う。スポーツドリンクやジュースは糖分を多

く含むため、高血糖になりやすいので注意が

必要です。水や麦茶など、

糖分を含まない飲み物が

おすすめです。 

② エアコンなどを上手に活用

しましょう。高齢の方は体温調節機能が低下

し、暑さを感じにくくなるため、エアコンを付

けずに過ごしてしまう方も多いので、適切に

エアコンを使用し、暑い夏を元気に乗り切り

ましょう。 

(看護師 E.M) 

管理栄養士から 
7 月に入り、暑い日々が増えてきました。暑さによ

る体の疲れで体調を崩してはいませんか？今回は栄

養にちなんだ記念日を紹介したいと思います。8 月は

栄養にちなんだ日があるのを御存じでしょうか？8 月

4 日は 8（えい）4（よう）の語呂合わせから「栄養の日」

に、8 月 31 日は 8（や）3（さ）1（い）から「野菜の日」に

定められています。「栄養バランスの良い食事」や

「野菜を先に摂ることを意識しましょう！」という言葉

はよく聞くと思うのですが、改めて意識してみるのは

いかがでしょう。夏に旬を迎える野菜は、暑さに負け

ないからだづくりに必要なビタミンやミネラルなどの栄

養を沢山含んでいます。例えば、8 月のトマトのリコピ

ンには 2 月のトマトの約 3 倍になると言われています。

また、市場に多く出回るため、比較的安価で購入でき

るメリットもあります。当院でも食後血糖を是正するた

めに、野菜を 1 食に 100～150ｇ（生の場合は両手い

っぱい、茹でたものは片手位）を最初に摂取

することを推奨しています。麺類やアイスな

ど冷たくて食べやすい物ばかりでなく、夏野

菜を積極的に食事に取り入れ、今年の暑さ

を乗り切りましょう。 

※腎機能が低下している方は生野菜をとるとカリウム

が上昇してしまうため調理方法や摂取量に注意が必

要です。                

 (管理栄養士 N.T) 



研究活動報告 
第 69 回日本糖尿病学会年次学術集会(5 月 21 日

(木)～23 日(土))が大阪で開催され、参加してきま

した。今回のテーマが「IMAGINE いのち輝く糖尿

病の医療と医学を共に目指して」であり、糖尿病

診療に携わる医療者、糖尿病学を勉強中の方、糖

尿病を持つ方、持たない方など一人一人が目標に

向かい、何ができるのかを想像し、実践していく

“想い”を共有する機会になりました。特に私は

「歯周病」「運動療法」「オステオサルコペニア」と

いった今話題のトピックについて、最新の科学的

根拠や他施設での取り組みに関する知見を得るこ

とができました。 

また、今回はアジア糖尿病学会学術集会との併

催であり、アジア各国において認可されている治

療薬や治療目標値の違いはあるものの、研究・診

療がより良くなるための情報交換が質疑応答で闊

達に行われている様子を目の当たりにし、大変有

意義な場に参加させていただきました。いずれの

国も英語が母国語ではないことからコミュニケー

ションが難しそうな場面がありましたが、糖尿病

への“想い”を持つ医療者同士が、なんとか相手に

聞きたい、伝えたいとする姿には大変感動しまし

た。 

糖尿病に影響を及ぼす病態の範囲はますます広

がっており、本学会に参加したことでより幅広い

視野をもつきっかけになりました。私達は常に情

報収集をしながら、診療・支援業務にあたって参

りたいと思います。         

(事務 T.S) 

運動教室 
当院では毎週月曜日と第 1、第 3 木曜日(11：00

～12：00)に全米ストレングス＆コンディショニ

ング協会認定パーソナルトレーナー野口克彦先生

による運動教室を行っています。日常生活を快適

に送るために必要な筋力・柔軟性・バランス能力

等を高めることができます。1 回 500 円で初回は

無料です。予約制で行っておりますので、ご興味

のある方は受付スタッフまでお声かけ下さい。 

桐の木会活動報告 
4 月 19 日（日）に茨城県糖尿病協会主催の「第 28

回歩いて学ぶ糖尿病ウォークラリー」が霞ヶ浦総合公

園で開催され、当院より会員外の方を含め 14 名の方

が参加しました 。午前中は「スポーツ医学から

Diabetes を考える」「高齢化社会と心不全パンデミッ

ク」について講演を聞き、身体活動は、日常生活で行

う動作や運動を含む広い概念で、運動と生活活動に

大別されることや心不全のリスクなどについて学びま

した。午後からは、当院は 3 グループに分かれウォー

クラリーに参加し、糖尿病や茨城県のクイズ、ゲーム

などをしながら公園を歩きました。見事、2 位と 3 位に

なることができ、楽しく学び、身体を動かすことができ

ました。               (臨床検査技師 M.T) 

臨時休診のおしらせ 

8/9(日)～8/16(日)は夏季休暇のため休診とさせ

ていただきます。休診日の前後は大変混み合いま

す。ご予約の上、来院頂きますようお願い申し上

げます。 

予約日・時間通りに来院できない場合は予約状

況をみてご案内致しますので、来院前に一度当院

までお電話下さい。 

予約取得や変更などは、LINE 公式ア

カウント(右記 QR コード)もご活用

下さい。 

 
 

次回の桐の木会は 7月 5日(日)に総会を予定して

おります。 


